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今
ど
き
の

 

認
知
症
の
こ
と

認知症チェック表
　認知症の始まりや認知症に進行する可能性のある状態を確認でき
ます。該当する項目に○をつけ、合計点数を確認してみましょう。

質問項目 ほとんど
ない

ときどき
ある

頻繁に
ある

同じ話を無意識に繰り返す ０ １ ２
知っている人の名前を思い出せない ０ １ ２
物のしまい場所を忘れる ０ １ ２
漢字を忘れる ０ １ ２
今しようとしていることを忘れる ０ １ ２
器具の説明書を読むのを面倒がる ０ １ ２
理由もなく気がふさぐ ０ １ ２
身だしなみに無関心 ０ １ ２
外出を面倒がる ０ １ ２
財布などが見当たらないことを他人
のせいにする ０ １ ２

合計� 点

家族の気付きが大切

○９～ 13 点の人 
適度な運動、栄養バランスの良い食事、社会参加、質の良い睡眠
など、認知症予防策を積極的に生活に取り入れましょう。

○ 14 ～ 20 点の人 
すでに初期症状が出ている可能性があります。かかりつけ医や地
域包括支援センターに相談しましょう。

要注意

要診断

まずは
電話相談

認
知
症
と
は

　
病
気
や
生
活
習
慣
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に

よ
っ
て
脳
が
障
が
い
を
受
け
、
認
知
機
能
が
低
下

す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
状

態
で
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
に

よ
る
物
忘
れ
と
認
知
症
は
違
い
ま
す=

左
図=

。

誰
で
も
な
り
得
る
身
近
な
病
気

　
認
知
症
の
高
齢
者
は
令
和
５
年
時
点
で
全
国
に

約
４
７
０
万
人
、
65
歳
以
上
の
７
～
８
人
に
１
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
前
段
階
と

さ
れ
る
軽
度
認
知
障
が
い
や
、
65
歳
未
満
で
発
症

す
る
若
年
性
認
知
症
も
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
が
大
切

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
こ
と
を
続
け
る

こ
と
と
薬
な
ど
の
治
療
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

進
行
が
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
物
忘
れ
な
ど
少
し
で
も
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー=

下
表=

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

　
認
知
症
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
て
の

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
験
や
体
で
覚
え
た
こ
と
な
ど
、
変
わ
ら
ず
で

き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の

方
が
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
例
と
し
て
、
小
学
生

に
稲
刈
り
の
仕
方
や
稲
わ
ら
を
使
っ
て
縄
を
作
る

方
法
を
教
え
る
な
ど
が
あ
り
、
地
域
で
の
交
流
の

場
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、「
自
分
は
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」と

言
い
や
す
い
社
会
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

周
囲
の
私
た
ち
も
認
知
症
の
理
解
を
深
め
て
、
共

に
暮
ら
す「
共
生
社
会
」を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 専門家に聞きました

新潟医療福祉大学 
心理・福祉学部 

社会福祉学科 教授

渡邉 敏
とし

文
ふみ

さん

記憶の
流れ

記憶の
流れ

加齢による物忘れ
体験の一部を忘れ
るが、忘れたこと
を自覚している
例　
食べたものを忘れ
るが、食事したこ
とは覚えている

認知症による�
記憶障がい

体験そのものを忘
れ、忘れたことを
自覚できない
例
食事したこと自体
を忘れる

問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください 広告掲載の申し込みは（株）ウィット（☎072-668-3275）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ

地域包括支援センター
担当のセンターは中学校区で異なります。

（　）は中学校区名

知
っ
て

い
ま
す
か
？

団体で受講
　希望する団体に講師を派遣します。
時 60 ～ 90 分
対 地域・学校・企業など 10 人以上の団体　
￥ 無料
申 開催希望日 30 日前までに新潟市認知症サ
ポーターキャラバン事業事務局（新潟県介護福
祉士会内☎ 025-281-5531）

個人で受講
　一人でも参加可能な講座もあ
ります。　※日程や場所など、詳
しくは別冊情報ひろば４面を参
照。新潟市ホームページにも掲載

徘徊模擬訓練の取り組み
　道に迷ったり、行き先や目的が分か
らなくなったりした認知症の人を想
定して温かい声掛けを行い、安全に保
護する体験型の訓練が自治会・町内会
などで実施されています。皆さんの地
域でも取り組んでみませんか。

あなたもなれる 認知症サポーター
　認知症について正しく理解し、認知症の人と家族をさ
りげなく見守り、支える「応援者」です。特別なことをす
る必要はなく、できる範囲の支援をします。

認知症サポーター養成講座
　サポーターになるに
は、 認 知 症 の 症 状 や、
認知症の人との接し方
を学ぶ講座の受講が必
要です。受講者にはサ
ポーターの証・オレン
ジリング =写真 = を渡
します。 詳しくはこちら

認
知
症
に
気
付
い
た
き
っ
か
け

　

母
が「
最
近
、
物
忘
れ
が
あ
る
」と
話
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
受
診
し
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
医
療
事
務
の
経
験
が
あ

り
、「
い
つ
か
自
分
の
親
も
」と
い
う
覚
悟
が

あ
っ
た
の
で
、
冷
静
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

診
断
さ
れ
て
か
ら
の
生
活

　

初
期
か
ら
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
を
服
用
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、進
行
は
非
常
に
ゆ
っ

く
り
で
す
。
今
で
も
食
事
や
身
の
回
り
の
こ

と
は
、
見
守
り
や
手
助
け
が
あ
れ
ば
自
分
で

す
る
こ
と
が
で
き
、
食
器
を
拭
い
た
り
洗
濯

物
を
畳
ん
だ
り
と
役
割
を
持
っ
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
、
自
分
が
い
る
家

が
自
宅
か
ど
う
か
分
か
ら
な
く
な
り
混
乱
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
つ
い
感
情
的

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

母
の
不
安
に
寄
り
添
い
、
話
を
よ
く
聞
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
時
々
、
昔
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
の
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
瞬
間
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

介
護
す
る
側
が
健
康
で

　
母
が
認
知
症
に
な
り
、
日
々
不
安
だ
っ
た
私

を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」で
し
た
。「
つ
ど
い
」に
参
加
し
皆
さ
ん
と

交
流
す
る
こ
と
が
、
息
抜
き
の
時
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。
認
知
症
と
向
き
合
う
に
は
、
介
護

す
る
側
が
健
康
で
い
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
遠

慮
せ
ず
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
息

抜
き
の
時
間
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と

　
認
知
症
と
い
う
と
、
で
き
な
く
な
る
こ
と
ば

か
り
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
で
き
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家
族
や
自
分
自
身

が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
理

解
し
、思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
て
く
だ
さ
い
。

認知症の人と家族の会
■問（公社）認知症の人
と家族の会 新潟県支
部副代表（下越エリア
担当）
等

と

々
ど

力
り き

 務
つとむ

さん
（☎ 090-5546-9409）

　当事者の方が在宅で幸せに暮らすため
には、介護しているご家族が心身共に健
康であることが大切です。
負担を軽減するために、介
護サービスの利用に加え、
家族の会で心のケアもし
ませんか。 同会ホームページ

久く

我が 

左さ

織お
り 

さ
ん

（
西
蒲
区
在
住
） 

14
年
前
に
認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
母（
92
歳
）と

暮
ら
す

まちぐるみで 学び、つながり、共に暮らす

母
の

認
知
症
と

向
き
合
っ
て

※１：葛塚中央コミュニティ協議会の区域を含む　※２：北区十二前を含む　※３：木戸小学校区に限る　※４：沼垂・笹口小学校区に限る　
※５：中央区上沼・湖南・高美町を含む　※６：青山小学校区を含む

北　
区

阿賀北（松浜・南浜・濁川） ☎ 025-258-1212
くずつか（葛塚・木崎・早通※１） ☎ 025-250-1280
上土地亀（岡方・光晴※２） ☎ 025-386-1150

東　
区

山の下（山の下） ☎ 025-250-0032
藤見・下山（藤見・下山） ☎ 025-290-7155
木戸・大形（東新潟※３・大形・木戸）☎ 025-272-3552
石山（石山・東石山） ☎ 025-277-0077

中
央
区

関屋・白新（関屋・白新） ☎ 025-231-5659
ふなえ（寄居・新潟柳都） ☎ 025-229-3600
宮浦東新潟（宮浦・東新潟※４） ☎ 025-240-6111
鳥屋野・上山（鳥屋野・上山※５） ☎ 025-240-6077
山潟（山潟） ☎ 025-257-7090

江
南
区

大江山・横越（大江山・横越） ☎ 025-278-7860
かめだ（亀田・亀田西） ☎ 025-383-1780
曽野木両川（曽野木・両川） ☎ 025-282-7295

秋
葉
区

にいつ日宝町（新津第五） ☎ 0250-22-1931
新津（新津第一・新津第二） ☎ 0250-25-3081
こすど（小合・金津・小須戸） ☎0250- 61-1311

南　
区

しろね北（臼井・白根北） ☎ 025-362-1750
しろね南（白南・白根第一） ☎ 025-373-6770
あじかた（味方・月潟） ☎ 025-372-5121

西　
区

小新・小針（小新・小針※６） ☎ 025-201-1351
坂井輪（坂井輪） ☎ 025-269-1611
五十嵐（五十嵐） ☎ 025-378-2255
黒埼（黒埼） ☎ 025-377-1522
赤塚（内野・赤塚・中野小屋） ☎ 025-264-3377

西
蒲
区

西川（西川） ☎ 0256-88-3122
中之口・潟東（潟東・中之口） ☎ 025-375-8833
巻（巻東・巻西） ☎ 0256-73-6780
岩室（岩室） ☎ 0256-82-5501

認知症安心ガイドブック
　介護サービスや支援などをまとめた冊子です。
区役所健康福祉課などで配布しているほか、新潟
市ホームページにも掲載しています。

詳しくはこちら

特　集特　集


